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社 会 情 報 学 科

系　

列
授　業　科　目

単
位
数

必
修
選
択
別

週あたりの授業時間数と開講期

備　　　考1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2 春1 春2 秋1 秋2

専門教育科目
1

情

報

基

礎

科

目

情報数学 2 ○ 4
2 電子計算機 2 ◎ 4
3 情報科学 2 ◎ 4
4 情報リテラシー 2 ◎ 2
5 応用情報リテラシー 2 ○ 2
6 システム管理 2 ◎ 4
7 情報と職業 2 ○ 4
8 社会情報入門 2 ◎ 4
9 データ解析基礎 2 ◎ 4
10 社会調査法 2 ○ 4
11

専

　

門

　

科

　

目

情

報

処

理

系

コミュニケーション 2 ○ 4
12 情報メディア 2 ○ 4
13 プログラミング基礎 2 ○ 2
14 応用プログラミング 2 ○ 4
15 情報システム 2 ○ 4
16 ネットワーク入門 2 ○ 4
17 データベース 2 ○ 2
18 データ解析システム 2 ○ 2
19 行動計量学 2 ○ 4
20 社会調査実習 1 ○ 2
21

経

営

・

経

済

系

現代の経営 2 ○ 4
22 経営情報 2 ○ 4
23 市場行動 2 ○ 4
24 経営戦略 2 ○ 4
25 簿記会計 2 ○ 4
26 経営システム 2 ○ 4
27 流通ビジネス 2 ○ 4
28 金融システム 2 ○ 4
29 ファイナンス 2 ○ 4
30 経済原論 2 ○ 4
31 国際経済論 2 ○ 4
32 ミクロ経済解析 2 ○ 4
33 マクロ経済解析 2 ○ 4
34 地域経済分析 2 ○ 4
35 経済情報化論 2 ○ 4
36 経営組織 2 ○ 4
37 サービス経営 2 ○ 4
38 国際ビジネス 2 ○ 4
39 社会情報実習 α 1 ● 2 （注 1）
40

法
政
・
社
会
系

社会学 2 ○ 4
41 情報と社会 2 ○ 4
42 ジャーナリズム論 2 ○ 4
43 政治学 2 ○ 4
44 行政学 2 ○ 4
45 国際政治学 2 ○ 4
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46

専

　

門

　

科

　

目

法
政
・
社
会
系

環境政策 2 ○ 4
47 行政と法 2 ○ 4
48 市民生活と法 2 ○ 4
49 憲法要論 2 ○ 4
50 犯罪と法 2 ○ 4
51 情報法 2 ○ 4
52 社会情報実習 β 1 ● 2 （注 1）
53

歴

史

・

文

化

系

遺跡と遺物 2 ○ 2
54 遺跡遺物情報解析 2 ○ 4
55 東アジアの歴史 2 ○ 4
56 歴史学 2 ○ 2
57 歴史資料解析 2 ○ 4
58 民俗学 2 ○ 2
59 民族・民俗学演習 2 ○ 2
60 西洋史 2 ○ 4
61 科学技術文化史 2 ○ 2
62 文化記号論 2 ○ 4
63 言語文化論 2 ○ 4
64 言語文化情報解析 2 ○ 4
65 世界地誌 2 ○ 2
66 地理学 2 ○ 2
67 地理情報解析 2 ○ 4
68 社会情報実習 γ 1 ● 2 （注 1）
69 ビ

ジ
ネ
ス
・
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

ビジネス実務総論 2 ○ 4
70 ファイナンシャルプランニング 2 ○ 2
71 キャリアデザイン 2 ○ 4
72 情報活用とビジネスライティング 2 ○ 2
73 ビジネス実務演習 2 ○ 4
74 リ

ス
ク

管
理
講
座

危機管理論Ⅰ 1 ● 2
⎫
⎬（注 2 ）
⎭

75 危機管理論Ⅱ 1 ● 2
76 危機管理論Ⅲ 1 ● 2
77 社会情報研究Ⅰ 2 ◎ 2
78 社会情報研究Ⅱ 2 ◎ 4
79 卒業研究Ⅰ 4 ◎ 8 （8）
80 卒業研究Ⅱ 4 ◎ （8） 8

（注１）社会情報実習α・β・γから1科目以上修得すること。
（注２）危機管理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲから1科目以上修得すること
（注３）同一名称科目を除く他学科や他学部の専門教育科目の科目は, 授業科目の担当教員・所属学科長及び教務部の承認を

得れば履修することができ，取得した単位は16単位まで卒業・進級に必要な専門教育科目の単位に加えることがで
きる。

（注４）指定された科目を修得すれば，社会調査士ほかの資格が取得できる。（94ページ参照）
（注５）「卒業研究Ⅰ」の単位を修得していなければ，「卒業研究Ⅱ」を履修することができない。




